


















































































































































































































蔵経』第二十巻・№一一二四『普賢金剛薩埵略瑜伽念誦儀軌』に当たり、金剛薩埵法六種儀軌の一つで普賢金剛薩埵の身成就の法を説く（ 『仏書』 ） 。（（『金剛
頂瑜伽金剛薩埵五秘密脩行念誦儀軌』一巻
　「密」の字を個人蔵本は欠き、俗字の「脩」を他本は正字の
























巻・№八六九 当たり、金剛頂経十万頌十八会及び各界所説の内容を概説した梵本大本『金剛頂経』の解題書である（ 『仏書』 ） 。（（『佛頂
尊勝陁羅尼注義』一巻、大興善寺沙門不空譯
　『大正蔵経』第十九巻・№九七四に当たり、尊勝陀羅尼を対
























































　「開」を活字本は「關」 、 「聖」を「正」とする。 『大正蔵経』第八十五












































入正理論義纂要』に当たり、本目録の諸本は「論」 字を欠いてい ことが分かる。 『因明義断』一巻 姉妹編として窺基の因明の 義を集めた因明研究 指南書として重視される（ 大蔵』 ・ 『仏書』 ） 。（0『五
方便念佛門』一巻、智者大師述
　「智者大師述」の「師」を活字本では「□、師カ」とする。智顗（五三八―























































































活字本は「韶」を「部」 、 「岑」を「峯」 、 「雲」を
「靈」とする。 『新求目録』の諸本も「霊」とし、この字で確定できよう。本書は『大唐双峰山曹候渓宝林伝』十巻、通称『宝林伝』に当たる。朱陵の沙門智（慧）炬によって貞元十七年（八〇一）に成立し、六祖慧能の南宋禅の由来を明らかにした書物であ （ 禅学大辞典
）（（
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『全書』本のみ「上」の字を記す。また、 「峰」の同字である「峯」を活字本は正字である「岑」とする。撰者は『宋高僧伝 巻第十一（ 『大正蔵経』第五十巻・№二〇六一、七七四頁）に「越州刺史陸亘」と見える人物であろうか。118『唐故大律師釋道圓山龕碑并序』一巻、李邕撰
　『全書』本は「唐」を「□、唐カ」とするが、 『新求目録』の諸本
























の字で確定できると考えられ 。開元年間（七一三―七四一）の詩人で 王昌齢の詩格すなわち詩の作り方の規則ではないかとされ 。127『判一百條』一巻、駱賓王撰
　『新唐書』巻六十、藝文志、別集類に見える「駱賓王百道判集一巻」と同じ書物で















































を活字本は欠く。 「瑠璃」を個人蔵本は「玉玉」とす 。また、 「瓶」の下に活字本は「子」を補う。異体字の「
」を活字本は正字の「蠟」 、 「並」を個人蔵本は「并」 、活字本は「並」の異体字である「竝」とする。この仏舎
利は「在唐送進録」には記載が見られない。 『新求目録』の諸本においても異同が見られる。
　　
次行に記される末尾の一行目、 「前件法門等」の「前」を活字本は「右」と記す。二行目の「有」 、 「之語」 、三行
目の「府」を活字本は欠く。また、四行目「弘」を個人蔵本は「和」とする。直前の文字は「弁」の俗字である「
」であり、海雲記『両部大法相承師資付法記』上（ 『大正蔵経』第五十一巻・№二〇八一、七八四頁）に「汴


















































































































































































五年目録』の青蓮院本は俗字を多用しており、写本の性質の古さが窺われる。個人蔵本は正字の使用が多く見られるが、青蓮院本が記す正字に対して異体字を いる場合や文字 脱漏、字を補う箇所も見られ、同じ前唐院本系統でありながら青蓮院本との性質は異なる。次に、二種の活字本の特徴として、判読不明とする箇所が散見し、 「遮」を「舎」 、 「恵」を「慧」と書き換えを行い、 「堕負」を「負堕」 、 「重軽」を「軽重」とするように文字の反転も見られ、青蓮院本との系統が異なることが窺 る。また、 「花 華」 、 「密」を「蜜」と記すなどの共通した記載の特徴か 、その底本とした写本は個人蔵本の系統に近いと思われる。次に、 『在唐送進録』であるが 諸本は基本的 『承和五年目録』と等しい特徴を持っており、青蓮院本は俗 、異体字の使用が多く、活字本との比較により誤字と判断できる部分も少なくない。次に、 『大正蔵経』本と『全書』本には青蓮院本 存在しない書目 、活字本の誤 か青蓮院本の脱漏か判然としない書目も見られる。欠字、誤字についても大部分の箇所で『大正蔵経』本と『全書』本は一致しており、二種の活字本が底本とした写本の系統はきわめて近いと えるが、これら文 の異同と写 系統について 、さらに考察を深める必要がある。　
本稿では、これら二種の目録について基礎的考察を行い、目録に記載されてい 書目を概観したが、円仁は天台、密
教経軌以外にも律、禅、浄土教 因明などを豊富にもたらしており、さらに当時流行 いた詩集などの外典や図像、民間信仰を窺わせる物も含まれており、円仁は唐代仏教を受容 る上で多様な関心 寄せてそれらを収集 た いえる。
円仁将来目録の研究（（




























































































































































































本目録の下面に記載の校勘記においては、個人蔵本を「個」 、 『大正新修大蔵経』本を「大」 、 『大日本仏教全書』本を「全」と省略した。
一、諸本の旁註は省略したが、青蓮院本の見返、奥書は記載した。また、二種の活字本は全て旧字体を使用しているが、
本目録においては省略した。個人蔵本において旧字が使用されている箇所については記した。
一、全将来物に便宜上通し番号を付した。異同のある箇所には中黒のルビ 振り 校勘記と対照させた。一、本文の折り返し部分は等号（＝）を用いて表した。一、異体字の字典に見当たらない文字につい は最も字形が近い漢字を用いて表した。一、ここでは青蓮院本の記載に従い 可能な限り写本の字形に基づき翻刻 行うことに努めたが、この作業を踏まえて
正字・旧字を規範とした校訂本文に改め公表する予定である。
（（


















































































































































































































































































































































・ 個、大、全「糅」 。・個「教」 。




































































































・個無「懐」 。・大、全「最」 。・個 実・大、全無「決」 。・個「恵」 。・大、全「珍」 。・・大、全無「禅師」 。・大「幷」 。・大、全「訣」 。・大、全「丞」 。・大、全「宜」 。・全「畧」 。・個「極」 。大「琢」 、全「
」 。・大、全「□」 。・大、全「述」 。


























































































































































































































































































































































































































一、本文の折り返し部分は等号（＝）を用いて表した。一、異体字の字典に見当たらない文字につい は最も字形が近い漢字を用いて表一、ここでは青蓮院本の記載に従い 可能な限り写本の字形に基づき翻刻 行うことに努めたが この作業を踏まえ
正字・旧字を規範とした校訂本文に改め公表する予定である。
（（
【校勘記】・大、全「華」 。・大、全「幷」 。・大、全「幷」 。・大、全「尚」 。・大
 、全「總」 。
・大、全「總」 。・大、全「總」 。・大、全「總」 。・大、全「幷」 。・大
 、全「總」 。・大、全「部」 。
・大
 、全「總」 。











































































































































・大、全「華」 。・大、全「華」 。・大、全無「懺」 。・大、全「陀」 。・大、全此下有「瞿」 。・大、全無此本。・大、全「拘」 。大
 、全有此本。














































































































































































































































































































































































































・大、全「帖」 。・大、全「儞」 。・大、全「儞」 。・大、全「幷」 。大、全無「大」 。
118　
祇對儀一帖
119　
任氏怨歌行
　
白居易
120　
寒菊一帖
121　
欖樂天書
122　
歎徳文一帖
123　
雜詩一帖
124　
祝元膺 巻
4
125　
雜詩一帖
126　
前進士弛肩吾詩一巻
127　
漢語長言一巻
128　
波斯国人形一巻
　
已上一十四部一十四巻同帙雜第九
別物　
封皮箱一合
　　
 件箱、請益法師圓仁書偁
4
、般若理趣釋経一巻、梵字金剛経、梵本般若
心経、梵字金剛経論頌、梵語雜名、十七壇樣、護摩壇樣、胎蔵手印樣、五秘密儀軌等 持盛一箱、
　　
全封不可開出 有一思故、不是惜法門者、
　　
 右得請益傳燈法師位圓仁書偁
4
、且所求得新譯撰集法門、并
4
兩部大
4
曼荼
羅等、送延暦寺、凡真言儀軌等、唐國和上等、尤有深誡之、不可妄散、但其目録先附第二舶 粟田録事者、仍且記録如件
（（
・・大、全「叡道」 。
　　　　　　　　　　　
承和七年正月十九日都維那傳燈住位僧仁全
　　 　　　　　　　　
寺主傳燈住位僧治哲
　　
上座傳燈住位僧道叡
44
別當（奥書） 「二校畢」　　　
「嘉承三年七月一日以三光房律師御本
　　 　　　　　　　
書寫功既畢、院昭」
円仁将来目録の研究（（
